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平

　

平
成成　

年
第
４
回
明
和
町
議
会
定
例
会
は

年
第
４
回
明
和
町
議
会
定
例
会
は
、、　

月
８
日
に
招
集
さ
れ

月
８
日
に
招
集
さ
れ　

日
ま
で
の
７
日

日
ま
で
の
７
日

2222

1212

1414

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。。

こ
の
定
例
会
に
は
、
町
長
か
ら
人
事
案
件
を
は
じ
め
と
す
る
平

　

こ
の
定
例
会
に
は
、
町
長
か
ら
人
事
案
件
を
は
じ
め
と
す
る
平
成成　

年
度
の
各
会
計
補

年
度
の
各
会
計
補

2222

正
予
算
を
含
め
た
７
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の

正
予
算
を
含
め
た
７
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
とと

お
り
可
決
し
ま
し
た

お
り
可
決
し
ま
し
た
。。

ま
た
、
最
終
日
に
は
議
員
か
ら
「
Ｔ

　

ま
た
、
最
終
日
に
は
議
員
か
ら
「
Ｔ
ＰＰ
ＰＰ
交
渉
参
加
反
対
に
関
す
る
意
見
書
」
と
「

交
渉
参
加
反
対
に
関
す
る
意
見
書
」
と
「
義義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
と
国
負
担
割
合
２
分
の
１
復
元
を
求
め
る
意
見
書
」

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
と
国
負
担
割
合
２
分
の
１
復
元
を
求
め
る
意
見
書
」
がが

提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
は
９
人
の
議
員
か

提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
は
９
人
の
議
員
か
らら　

問
の
質

問
の
質

1212

問
が
提
出
さ
れ
、
活
発
な
議
論
を
展
開
し
て
町
当
局
の
所
信
を
た
だ
し
ま
し
た

問
が
提
出
さ
れ
、
活
発
な
議
論
を
展
開
し
て
町
当
局
の
所
信
を
た
だ
し
ま
し
た
。。
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 12月補正の結果  (数字は万円未満を切り捨て)

補正後の予算額12月補正額会　計　名

40億  542万円△1,384万円一 般 会 計

8,892万円172万円後期高齢者医療特

別

会

計

13億　685万円8,645万円国民健康保険

7億8,446万円△5万円介 護 保 険

5億6,726万円△667万円下 水 道 事 業

3億7,215万円△190万円水 道 事 業 会 計

　

月
定
例
会
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一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予一般会計補正予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算をををををををををををををををををををををを

１月９日に開催された子ども会上毛かるた大１月９日に開催された子ども会上毛かるた大会会

○猛暑被害による米生産農家へ特別支援金 ９７０　万円
○太陽光発電システムの設置補助金 ５５５　万円
○中央公民館談話室を子どもプレールームに改修 ５４３　万円
○公園整備(ベビーシートの設置や大輪公園を充実) ３４０　万円
○木造住宅・建築物耐震改修に補助 ３００万円
○役場に消費生活センターを設置 １８２　万円
○こども園・地域子育て支援センターに遊具等を購入 １６９　万円
○日本脳炎予防接種２期を再開 １００　万円
○職員の給料・手当等の減額 　△５，２２０万円

一般会計補正予算の主な内容
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定
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会
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な
質
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月
定
例
会

12平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

22

住
民
目
線
で
徹
底
チ
ェ
ッ
ク
！

 

東
部
学
童
保
育
所

の
防
犯
灯
の
工
事

費
の
内
容
は
。

 

学
童
保

育
所
の

入
り
口
に
、
保
護
者
の
迎

え
の
際
の
街
灯
と
し
て
設

置
し
ま
す
。

 

太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
補
助
金
が

目
標
を
上
回
っ
て
い
る
と

い
う
事
で
す
が
、
ど
の
程

度
の
追
加
が
予
想
さ
れ
る

の
か
、
ト
ー
タ
ル
の
設
置

数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

 

当
初　
15

件
３
２

 
質
問 

 
住
民
福
祉
課
長 

 
質
問 

 
環
境
水
道
課
長 

４
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

し
た
が
、
現
在　

件
３
１

14

１
万
４
０
０
０
円
と
な
っ

て
お
り
、　

件
分
５
５
５

25

万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

 

住
宅
・
建
築
物
耐

震
促
進
事
業
補
助

金
の
補
助
の
期
間
は
い
つ

ま
で
な
の
か
。

 
質
問 

 

住
宅
・

建
築
物

耐
震
改
修
促
進
は　

万
円

30

が　

戸
の
３
０
０
万
円
で

10
今
年
度
限
り
で
す
。

 

職
員
数
が
減
っ
て

い
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
が
、
補
充
を

せ
ず
に
や
っ
て
い
け
る
の

か
。

 

３
名
ほ
ど
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
仕
事
量
は
増
え
て
い

ま
す
。
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
、
職
員
の

仕
事
を
数
値
化
し
、
過
重

に
仕
事
を
し
て
い
る
の
か

若
干
余
裕
が
あ
る
の
か
を

見
極
め
、
職
員
配
置
を
含

め
増
員
も
考
え
ま
す
。

 
都
市
計
画
課
長

 
質
問 

 
町
長 

太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
補
助
金

児
童
福
祉
施
設
費

給
与
費
明
細
書

住
宅
・
建
築
物
耐
震

改
修
促
進
事
業

 

①
臨
時
財
政
対
策

債
発
行
可
能
額
の

２
億
７
２
４
５
万
円
を
補

正
し
て
合
計
で
６
億
２
７

４
５
万
円
を
借
り
入
れ
ま

す
が
、
一
般
会
計
の
借
金

と
そ
れ
に
特
別
会
計
を
含

め
た
借
金
の
総
額
は
。
②

交
付
税
措
置
さ
れ
る
臨
時

財
政
対
策
債
の
平
成　

年
22

度
償
還
（
返
済
）
見
込
額

９
８
４
５
万
円
は
、
基
準

財
政
需
要
額
に
対
し
て
交

付
税
交
付
額
の
割
合
は
。

③
臨
時
財
政
対
策
債
の
借

り
入
れ
を
し
な
く
て
も
、

基
準
財
政
需
要
額
に
算
入

 
質
問 

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

か
。
④
交
付
税
の
先
食
い

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

 

①
平
成

　

年
度

22

末
で
、
一
般
会
計
の
借
金

は　

億
７
５
３
２
万
円
、

40
特
別
会
計
を
含
め
る
と　
78

億
４
１
１
０
万
円
。
②

　

・
２
％
（
約
１
９
８
４

20万
円
）。③
臨
時
財
政
対
策

債
の
発
行
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
借
り
入
れ
た
も
の

と
し
て
、
そ
の
元
利
償
還

金
が
交
付
税
を
算
定
す
る

う
え
で
の
基
準
財
政
需
要

額
（
交
付
税
措
置
）
に
な

 
企
画
財
政
課
長 

り
ま
す
。

 

④
平
成　

年
度
か

19

ら
比
べ
る
と
税
収

が
落
ち
込
み
、
そ
の
差
を

埋
め
る
た
め
と
、
交
付
税

が
見
込
み
よ
り
少
な
か
っ

た
た
め
借
金
を
す
る
も
の

で
す
。

 
町
長 

今
年
度
末
で

億
４
０
０
０
万
円
強
に

78

借
金
総
額
と
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て

借
り
入
れ
し
な
く
と
も
交
付
税
措
置

太陽光発太陽光発電電

5
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一 般 会 計
 

低
公
害
車
購
入
費

補
助
金
の
現
在
ま

で
の
申
請
者
数
と
今
後
の

見
込
み
は
。

 

今
現
在

　

件
、

29

金
額
で
は
１
８
６
万
３
０

０
０
円
支
出
し
て
い
ま

す
。
残
り
が
わ
ず
か
に
な

り
今
回
補
正
を
行
い
ま

す
。　

台
分
の　

万
円
を

13

65

見
込
み
追
加
し
ま
し
た
。

 

子
ど
も
プ
レ
ー
ル

ー
ム
を
設
け
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
ど
う
い

う
器
具
を
購
入
し
て
、
年

齢
は
何
歳
ぐ
ら
い
を
対
象

に
し
て
い
る
の
か
。

 

対
象
年

齢
は
ゼ

ロ
歳
か
ら
低
学
年
を
考
え

て
い
ま
す
。
今
の
談
話
室

に
ク
ッ
シ
ョ
ン
フ
ロ
ア
を

 
質
問 

 
環
境
水
道
課
長 

 
質
問 

 
生
涯
学
習
課
長 

敷
き
、
遊
具
、
本
、
空
気

清
浄
機
、ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、

授
乳
用
の
チ
ェ
ア
等
を
設

置
し
て
、
安
心
し
て
遊
ば

せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
考

え
て
い
ま
す
。

 

空
気
清
浄
機
は
ど

こ
に
設
置
す
る
の

か
。

 

東
西
の

学
童
保

育
所
と
放
課
後
子
ど
も
教

室
に
一
台
ず
つ
、
計
４
台

で
す
。

 

消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
は
ど
の
よ
う
に

設
置
す
る
の
か
。

 

経
済
建

設
課
内

に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
専
門
の
相
談
員

を
週　

時
間
体
制
で
対
応

24

さ
せ
ま
す
。

 
質
問 

 
住
民
福
祉
課
長 

 
質
問 

 
経
済
建
設
課
長 

 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
助
成
費
臨
時
補
助
金
は

低
所
得
者
へ
の
補
助
と
い

う
こ
と
で
す
が
、低
所
得
者

と
は
ど
う
い
う
条
件
の
人

を
対
象
に
し
て
い
る
の
か
。

 

市
町

村
民

税
の
非
課
税
世
帯
、
生
活

保
護
世
帯
と
い
う
条
件
が

あ
り
、
前
年
の
実
績
を
踏

ま
え
今
回　

名
分
計
上
し

80

ま
し
た
。

 
質
問 

 
健
康
づ
く
り
課
長 

低
公
害
車

購
入
費
補
助
金

中
央
公
民
館
子
ど
も

プ
レ
ー
ル
ー
ム

児
童
福
祉
総
務
費

消
費
者
行
政
対

策
事
業
費

審議結果件　　　　　名種　別

原案可決全員賛成監査委員の選任人　事

〃賛成多数平成２２年度明和町一般会計補正予算（第３号）

予　算

〃〃平成２２年度明和町後期高齢者医療制度特別会計補正予算（第２号）

〃〃平成２２年度明和町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

〃〃平成２２年度明和町介護保険特別会計補正予算（第３号）

〃〃平成２２年度明和町下水道事業特別会計補正予算（第２号）

〃〃平成２２年度明和町水道事業会計補正予算（第２号）

〃〃ＴＰＰ交渉参加反対に関する意見書
意見書

〃全員賛成義務教育費国庫負担制度の堅持と国負担割合2分の１復元を求める意見書

東毛広域市町村圏振興整備組合議会議員の選挙選　挙

特 別 会 計 国民健康保険特別会計補正予算

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
補
助

 補正額２１０万円の分娩予定者数は。

 一人当たり42万円で５名分で２１０万円です。

 質問 

 健康づくり課長 
出産育児諸費

第４回定例会 提提提提提提提提提提提提提提出出出出出出出出出出出出出出議議議議議議議議議議議議議議案案案案案案案案案案案案案案提出議案ととととととととととととととと審審審審審審審審審審審審審審議議議議議議議議議議議議議議結結結結結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果果果果果審議結果 １2月8－14日
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第
２
回
臨
時
会

6

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
議
員
等
の
期
末

手
当（
ボ
ー
ナ
ス
）を
減
額
し
ま
し
た

　

平
成　

年
第
２
回
明
和
町
議
会
臨
時
会
は
、　

月　

日
に
招
集

22

11

25

さ
れ
、
会
期
１
日
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
引
き
下
げ
関
係
４
件
の
条

例
改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

①
特
別
職
（
議
員
・
町
長

他
）の
期
末
手
当
を
４
・

１
５
月
か
ら
３
・
９
５

月
に
引
き
下
げ（
△
０
・

２
月
）

②
職
員
の
期
末
・
勤
勉
手

当
を
４
・
１
５
月
か
ら

３
・
９
５
月
に
引
き
下

げ
（
△
０
・
２
月
）

③　

歳
を
超
え
る
職
員

55（
給
料
表
６
級
の
職
員
）

の
給
与
を
引
き
下
げ

（
△
１
・
５
％
）

④
中
高
齢
層(  　

)

歳
以
上 

40

の
給
料
表
の
引
き
下
げ

（
△
０
・
１
％
）

改
定
の
主
な
内
容

採　

択

� 　
 
請
願

み
な
さ
ん

か
ら
の

審議結果件　　　　　名種別

原案可決賛成多数明和町職員の給与に関する条例等の一部改正

条　

例

〃全員賛成明和町特別職の職員の給与及び旅費支給条例の一部改正

〃〃明和町教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部改正

〃賛成多数明和町議会議の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正

 
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
す
る
請
願

 
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅

持
す
る
と
と
も
に
、
国
負
担
割
合

を
２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択
に
関
す
る

請
願
書

 
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
に
関
す
る

請
願

▼
結
果　

願
意
妥
当
と
認
め
採
択

請
願
第
６
号

請
願
第
７
号

請
願
第
８
号

【定例会】

2011.２.10 №50

継
続
審
査

� 全
額
国
庫
負
担
の
「
最
低
保
障
年

金
制
度
」
創
設
を
政
府
に
求
め
る

請
願
書

請
願
第
５
号

第２回臨時会 審審審審審審審審審審審審審審議議議議議議議議議議議議議議結結結結結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果果果果果審議結果 １１月２５日

第２回
臨時会

臨時臨時会会
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所
管
事
務
調
査
報
告

◎関根愼市　○早川元久　�橋順子　野本健治　野本長司　栗原孝夫

◎今成　隆　○堀口正敏　冨塚基輔　斎藤一夫　岡安敏雄

所
管
事
務
調
査
報
告

　２つの常任委員会は、各委員と事務局出席のもと、所管にかかわる事務調査

を実施しました。調査の内容は、各担当課長から平成２２年度事業の進捗状況

と平成２３年度の事業概要について説明を受け、町内の施設及び事業の実施状

況等現地調査を実施しました。

 ◆期日 　１１月２４日（水）・１２月８日（水）

 ◆現地調査箇所 

・学校給食試食と運営状況（学校教育課）

・町デイサービスセンターの運営状況（住民福祉課）

・東小放課後子ども教室運営状況（生涯学習課）

教・厚生常任委員会

放課後子ども教放課後子ども教室室

務・産業常任委員会
 ◆期日 　１１月２５日（木）・１２月８日（水）

 ◆現地調査箇所 

・広報めいわ編集業務（ＮＰＯ法人めいわ・総務課）

・谷田川廃河川敷整備工事計画（都市計画課）

（◎委員長 ○副委員長）

（◎委員長 ○副委員長）

常任委員会所管事務調査報告

総

文
学校給食センタ学校給食センターー

ＮＰO法人めいＮＰO法人めいわわ

谷田川廃河谷田川廃河川川



町
政
を
問
う

９
人
の
議
員
が
質
問

一
般
質
問 
― 
優
し
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
活
発
な
議
論
を
展
開�

ズズズズズズズズズズズズズズズズズズババババババババババババババババババリリリリリリリリリリリリリリリリリリ！！！！！！！！！！！！！！！！！！
聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞ききききききききききききききききききまままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすす！！！！！！！！！！！！！！！！！！

き
な
い
か
。
ま
た
、
規
格

外
米
の
販
売
に
協
力
す
る

自
治
体
が
相
次
い
で
い
る

報
道
が
あ
る
が
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

 

群
馬
県
で
は
県
農

林
業
災
害
対
策
措

置
条
例
の
適
用
を
決
め
、

支
援
に
乗
り
出
し
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
町
農
林
業
災

害
対
策
特
別
措
置
条
例
に

基
づ
き
ま
す
と
、
対
象
者

は
農
業
所
得
が
総
所
得
の

２
分
の
１
以
上
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
該
当
者
が
限
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
こ
の
条
例
を
適
用

 
町
長 

し
な
い
で
、
邑
楽
郡
の
５

人
の
町
長
が
相
談
し
て　
10

㌃
当
た
り
２
０
０
０
円
の

支
援
金
を
助
成
す
る
こ
と

に
基
本
的
に
決
定
し
ま
し

た
が
、
邑
楽
町
は
、
特
別

な
事
情
が
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
利
子
補
給
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
農
家
は
自

主
的
に
米
を
販
売
し
て
お

り
、
現
在
自
家
用
の
米
し

か
残
っ
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
農
家
の
経
験
が
な

か
っ
た
の
で
出
荷
前
に
対

応
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

猛
暑
被
害
に
よ
る
米
農
家
の
支
援
を

支
援
金
２
０
０
０
円
以
外
は
考
え
て
い
な
い
／
町
長

堀
口　

正
敏 
議
員　
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
▼

 

Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
へ

の
米　

㎏
の
仮
渡

60

価
格
が
あ
さ
ひ
の
夢
３
等

６
３
０
０
円
で
、
昨
年
と

比
べ
る
と　

％
安
く
な

40

り
、猛
暑
被
害
に
よ
り
１
、

２
等
級
は
激
減
し
て
、
規

格
外
も
大
量
に
発
生
し
て

い
る
こ
と
と
、
収
量
減
で

大
幅
な
収
入
減
が
避
け
ら

 
質
問 

れ
な
い
状
況
で
あ
り
、
町

内
農
家
も
苦
境
に
立
た
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
自
治
体
や

Ｊ
Ａ
が
支
援
に
乗
り
出
し

て
い
ま
す
。
本
町
は
農
業

共
済
に
加
入
し
て
い
る
農

家
を
対
象
に
、　

㌃
当
た

10

り
２
０
０
０
円
の
特
別
支

援
金
を
支
払
う
こ
と
で

は
、
不
十
分
で
す
。
邑
楽

町
で
は　

㌃
当
た
り
、共

10

済
組
合
加
入
者
に
は
、
３

０
０
０
円
に
加
え
て
、
生

産
調
整
達
成
者
に
は
２
０

０
０
円
を
支
給
す
る
よ
う

で
す
。
邑
楽
町
と
同
程
度

の
支
援
や
農
業
近
代
化
資

金
な
ど
融
資
を
受
け
た
際

の
利
子
補
給
に
上
乗
せ
で

胴割米（あさひの胴割米（あさひの夢夢））
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旧
役
場
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て

基
本
的
に
は
駅
周
辺
整
備
の
交
換
用
地
と
し
て
／
町
長

医療費抑制と患者負担の軽減について
普及推進を図っている／町長

ま
す
が
、
日
本
経
済
が
低

迷
し
て
い
る
現
状
で
の
大

規
模
な
開
発
は
、
困
難
な

状
況
に
あ
る
と
考
え
ま

す
。
何
ら
か
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
っ
て
、
今
後
開
発
を

行
う
予
定
が
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
農
協
と
交
換
を

前
提
に
現
状
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は

莫
大
な
造
成
費
を
掛
け
、

売
却
す
る
の
か
。

 

農
協
と

の
交
換

に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
時

点
で
は
保
留
と
な
っ
て
お

り
、
農
協
の
支
所
の
再
編

等
も
検
討
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
の
で
、
推
移

を
見
守
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
南
側
の
未
舗
装

部
分
に
つ
い
て
は
、
大
部

企
画
財
政
課
長

 

旧
役
場
が
あ
っ
た

場
所
は
、
解
体
を

終
え
、
駐
車
場
の
形
式
を

と
っ
て
お
り
ま
す
。
町
の

中
心
に
位
置
し
、
利
用
価

値
は
絶
大
で
あ
る
と
考
え

 
質
問 

斎
藤　

一
夫 
議
員　
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
▼

今成　　隆 議員　――――――――――――――――――――――――――――――――――――――�

分
が
現
在
未
利
用
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
一
体
化

の
利
用
を
検
討
し
ま
す
。

 

農
協
か
ら
は
保
留

と
の
返
事
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
土

地
の
価
値
の
違
い
だ
と
か

は
現
状
で
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

・
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て

・
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に

つ
い
て

 
町
長 

 
町ではこれまでに、国民健康保険及び後

期高齢者医療制度加入の全世帯に対し

て、ジェネリック医薬品希望カードの配布を始

め、「広報めいわ」や元気アップ教室など、各地

区に設置されたサロン等で、ジェネリック医薬

品の普及促進を図ってまいりました。また、平

成２３年度には国等では、国民健康保険及び後期

高齢者医療保険の被保険者を対象に、後発医薬

品を利用した場合の、自己負担軽減の周知をす

るための利用差額通知を発行できるシステムを

開発中です。今後利用差額を把握できるように

なれば、ジェネリック医薬品を希望する人が大

変多くなるのではないかと思っています。

 町長 

役場跡役場跡地地

 
高齢化による医療費の増が見込まれる

中、厳しい財政状況にある国民健康保険

の医療費適正化は重要課題であり、積極的な対

応に努めなければなりません。国民健康保険と

後期高齢者医療制度加入の全世帯に「後発医薬

品お願いカード」の配布、ジェネリック医薬品

普及促進策として、明和広報紙への掲載や医療

費のお知らせはがきに明記して医療費削減等に

取り組むとともに、運営安定化措置の内容とし

て「後発医薬品に切り替えた場合の自己負担の

差額のお知らせ」等、医療費の抑制について伺

います。 

 質問 
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質 
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不育症への支援策について

関根　愼市 議員　――――――――――――――――――――――――――――――――――――――�

 

中
学
生
の
保
護
者

の
方
か
ら
「
寒
い

日
が
続
く
と
、
週
末
の
金

曜
日
な
ど
に
は
ス
ト
ー
ブ

の
灯
油
が
な
く
な
り
、
ス

ト
ー
ブ
が
使
え
な
い
日
が

あ
る
。」
と
伺
い
ま
し
た
。

よ
り
良
い
環
境
の
中
で
教

育
を
受
け
さ
せ
た
い
と
い

う
の
は
、
親
の
願
い
で
あ

り
、
町
の
責
任
で
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
冬
季
の
教

室
の
温
度
は
、
ど
の
よ
う

な
基
準
の
も
と
管
理
さ

れ
、
ス
ト
ー
ブ
が
使
え
な

い
日
が
あ
る
と
い
う
の
は

事
実
な
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、　

年
の
漢
字
に

22

「
暑
」
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
が
、
天
井
扇
、
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
で
い
い
の
か

 
質
問 

と
い
う
声
も
出
て
い
ま

す
。
こ
の
点
で
も
町
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

 

教
室
の

温
度
は
、

学
校
環
境
衛
生
基
準
に
よ

り
、
冬
期
は　

℃
か
ら　

18

20

℃
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ス

ト
ー
ブ
が
使
用
で
き
な
い

日
は
、実
際
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
特
定
の
ク
ラ
ス

が
、
灯
油
を
計
画
的
に
節

約
し
な
が
ら
使
用
し
な
か

っ
た
た
め
と
思
わ
れ
ま

す
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
管
理
を

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
燃

料
切
れ
の
場
合
で
も
追
加

支
給
を
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 
学
校
教
育
課
長

 

国
か
ら
エ
ア
コ
ン

を
設
置
す
る
場
合

に
は
、
３
分
の
１
を
補
助

す
る
と
い
う
通
知
が
入
り

ま
し
た
の
で
、
小
中
学
校

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
指

示
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

・
水
道
事
業
に
つ
い
て

 
町
長 

早
川　

元
久 
議
員　
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
▼

中
学
校
で
の
教
室
の
温
度
に
つ
い
て

ス
ト
ー
ブ
が
使
え
な
い
日
が
あ
る
と
い
う
の
は
事
実
な
の
か

管
理
を
徹
底
、
灯
油
の
追
加
支
給
を
検
討
／
学
校
教
育
課
長

エ
ア
コ
ン
設
置
を
指
示
／
町
長

現状では保険適用外で高額な治療費に悩む人もいる

と聞いています。県内では不育症への助成はありま

せん。少子化の観点から若い夫婦の負担軽減を図る

上で補助制度は必要と考えます。対象者を把握した

上で限度額を定め、制度化のため町民へのPRはもち

ろん国・県への働きかけも行います。

 
不育症とは妊娠はするものの出産に至らず流

産や死産を繰り返す病気のことであり、まだ

病名すら広く知られていない。｢流産は病気ではな

い｣ ｢動きすぎでは｣ などと周囲の心ない言葉にひ

とり悩み、子どもを持つことをあきらめてしまう女

性も多くいる。国の調査で原因も解明され、治療の

結果85%が出産に至っているとされるが、治療費へ

の保険が適用にならず、治療をあきらめる人もいる

と聞く。岡山県真庭市では30万円の助成を始めたが

本町はどうか。不育症は治るという啓発や、国・県

への働きかけを行うべきでは。

 
流産や早産になる不育症に悩む人は２%から

５%いるといわれ、原因の大半は自然現象と

して発生する胎児の染色体異常だが、治療により出

産に至る人も増えていると聞いています。治療費が

 質問 

 町長 

限度額を設け支援の制度化を図る／町長

石油ファンヒータ石油ファンヒーターー
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高
齢
者
給
食
サ
―
ビ
ス
の

充
実
に
つ
い
て　

 

明
和
町
で
は　

歳
65

以
上
を
対
象
に
月

２
回
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
を

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

の
高
齢
化
社
会
の
進
展
に

備
え
、
群
馬
県
で
実
施
す

る
予
定
の
買
い
物
代
行
や

配
食
サ
ー
ビ
ス
支
援
メ
ニ

ュ
ー
補
助
制
度
を
活
用

し
、
よ
り
一
層
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
図
る
つ
も
り
が

あ
る
か
伺
い
ま
す
。

 

月
２
回

行
っ
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
回
数
を
増

や
す
こ
と
に
よ
り
、独
居
高

齢
者
の
安
否
確
認
が
き
め

細
や
か
に
で
き
る
と
思
い

ま
す
。今
後
は
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
や
公
民
館
の
調
理

 
質
問 

 
住
民
福
祉
課
長

室
を
利
用
し
て
、新
た
な
給

食
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と

で
、買
い
物
代
行
な
ど
と
組

み
合
わ
せ
て
福
祉
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

冨
塚　

基
輔 
議
員　
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
▼

栗原　孝夫 議員　――――――――――――――――――――――――――――――――――――――�

 
町では川俣宿に力を入れ、絵本も計画されて

います。見学者も増えると思いますが、駐輪、

駐車場を計画する考えは。また、産廃の山ですが、

形を変え環境がかなり改善されました。しかし、川

俣宿の入り口にもあたる場所で現在草山の状態で

す。一部を駐車場等での有効活用、または景観作物

等の何らかの支援金を見つけて地主さんに指導して

はいかがでしょうか。

 
川俣宿見学者の駐車場は、川俣事件

記念碑敷地内に車１０台分くらいあ

り、バスの駐車も確保できています。産廃の山は、

地主さんに適正管理をお願いしています。景観を良

くするために、当面の措置として、草花の種の支援

について検討します。

 質問 

 環境水道課長 

川俣宿と産廃の山について
草花の種を検討します／環境水道課長

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
／
住
民
福
祉
課
長

川俣宿駐車スペー川俣宿駐車スペースス

ひとり暮らしのお年寄りにお弁当を届けに行ってきます
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東
部
地
区
の
開
発
に
つ
い
て

住
民
の
意
向
を
聞
き
検
討
し
て
い
く
／
都
市
計
画
課
長

 

東
部
地
区
に
は
、

東
北
自
動
車
道
館

林
イ
ン
タ
ー
が
近
く
に
あ

り
ま
す
。
一
級
河
川
の
谷

田
川
に
新
し
く
橋
を
架
け

利
便
性
を
高
め
、
東
部
地

区
に
工
業
用
地
や
住
宅
団

地
を
造
成
し
、
税
収
の
増

加
や
人
口
の
増
加
を
図
る

べ
き
と
考
え
ま
す
。
町
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

 

明
和
町

で
は
、

川
俣
駅
周
辺
整
備
事
業
、

都
市
計
画
道
路
事
業
、
下

水
道
整
備
事
業
な
ど
大
き

な
事
業
も
進
め
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
進
捗
状
況

な
ど
も
勘
案
し
な
が
ら
、

東
部
地
区
の
皆
様
の
意
向

を
聞
き
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
東
部
地
区
の
開

 
質
問 

 
都
市
計
画
課
長

発
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

野
本　

長
司 
議
員　
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
▼

東部地区の活性化東部地区の活性化をを

「女性特有のがん無料検診の拡充」について

��������　――――――――――――――――――――――――――――――――――――――�

までを考えており、対象者数は80人です。新年度の

実施に向け検討します。 
明和町では20歳から40歳の女性に子宮頸が

んの無料検診、40歳から60歳の女性に乳がん

無料検診クーポン券を5歳刻みに配布し５年間の継

続事業としています。しかし、61歳からの女性も乳

がん検診率は40％と高く、発症率も年々増加傾向で

すが無料検診の対象にありません。無料検診の重大

性は大きく平等に受ける機会は必要と思います。

 
女性特有のがん無料検診クーポ

ン券発行は特に若年層の新規掘

り起こしや各年代の受診者を増やすためのきっかけ

づくりとなり、成果がありました。そして町独自に

61歳以上の方へ無料クーポン券の配布については

早期発見、早期治療の観点から有効と思われます。

実施年齢は総合的に検討した結果、5歳刻みで65歳

 質問 

 健康づくり課長 

新年度の実施事業に検討します／健康づくり課長

ガン無料クーポンガン無料クーポン券券
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議 員 研 修

　町村議会議員研修会が10月28日に吉岡町

文化センターで開催されました。この研修は、

毎年一回議員の資質の向上を目的として開催

されています。

　今回は、東大名誉教授の大森 彌 氏による
わたる

｢地域主権改革とこれからの町村｣と題し、国

政選挙の分析として比例代表制の見方や今後

の国と地方の関係の見通しについてわかりや

すく解説していただきました。

　続いて、共同通信社特別編集員の西川孝純

氏による｢菅政権と政治の行方｣と題し、民主

党のマニフェストの実行率や整合性、今後の

政局などについて、細かく説明していただき

ました。

　今回の研修を踏まえて、今後の議会活動に

いかしていきたいと思います。

今後の議会活動のために

　
　

月
８
日
に
群
馬
県
市

11
町
村
会
館
で
議
会
広
報
研

修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
議
会
だ
よ

り
を
住
民
の
方
々
に
｢読

み
や
す
く
｣｢わ
か
り
や
す

く
｣、よ
り
身
近
な
も
の
に

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
議

会
広
報
の
あ
り
方
に
つ
い

て
研
修
す
る
目
的
で
行
わ

れ
ま
す
。

　

講
師
の
先
生
の
深
沢
徹

氏
は
、
議
会
広
報
に
精
通

読みたくなる広報紙作り

広 報 研 修11
８

10
28

議員研議員研修修

広報研広報研修修

い
、
良
い
点
、
悪
い
点
を

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
回
の
研
修
を
受
け

て
、
議
会
広
報
の
あ
り
方

を
再
確
認
し
、
読
み
や
す

く
、
わ
か
り
や
す
く
、
一

人
で
も
多
く
の
住
民
の
方

が
読
み
た
く
な
る
広
報
紙

作
り
を
し
て
い
け
る
よ

う
、
広
報
委
員
一
同
が
再

認
識
す
る
事
が
で
き
る
研

修
に
な
り
ま
し
た
。

し
て
お
り
、
議

会
広
報
の
編
集

技
術
だ
け
で
は

な
く
、
議
会
広

報
の
目
的
や
読

み
や
す
い
、
読

ん
で
い
た
だ
け

る
広
報
と
し

て
、
具
体
例
を

例
示
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
説

明
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。ま
た
、

後
半
は
実
際
に

広
報
紙
を
使
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白糠町 厚岸町

標茶町

　

議
会
全
体
研
修
と
し

て
、　

月　

日
か
ら　

日

10

12

14

の
３
日
間
に
わ
た
り
北
海

道
道
東
方
面
を
視
察
い
た

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
釧
路
市

の
西
に
位
置
す
る
白
糠
郡

白
糠
町
に
て
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
白
糠
町
は
、
人

口
１
万
人
弱
、
約
７
７
４

�
と
広
大
な
大
地
を
い
か

し
、
酪
農
が
盛
ん
な
町
で

す
。
ま
た
、
太
平
洋
に
面

し
て
お
り
、
日
本
で
も
有

数
の
冷
涼
地
帯
で
す
。

　

白
糠
町
で
は
、
議
会
の

活
性
化
に
つ
い
て
と
し

て
、
議
会
基
本
条
例
の
制

定
に
係
る
経
緯
や
政
治
倫

理
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
議
会
主
催
に

よ
る
住
民
懇
談
会
に
つ
い

て
運
営
方
法
や
実
施
状
況

等
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

広
く
住
民
の
意
見
を
取

り
入
れ
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
た
め
の
住
民
組

織
「
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
」
に
よ
る
提
言
に
つ
い

て
の
説
明
と
組
成
経
緯
に

つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
白
糠
町
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
の
情
報
漏
れ
防

止
策
と
し
て
、「
シ
ン
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
」
を
導
入
し
て

お
り
、
導
入
経
緯
や
費
用

比
較
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
釧
路
市
の

東
側
に
位
置
し
、
東
西
に

約　

㎞
、
南
北
に
約　

㎞

55

47

と
大
変
広
大
で
あ
り
、
７

月
に
町
政
施
行
１
１
０
周

年
を
迎
え
た
歴
史
あ
る
厚

岸
町
に
て
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
第
一
次
産
業
を
中

心
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

ま
ち
で
す
。

　

厚
岸
町
で
は
、
地
方
自

治
法　

条
第
２
項
（
議
決

96

事
件
の
追
加
）
と
し
て
、

定
住
自
立
圏
構
想
、
定
住

自
立
圏
形
成
協
定
に
至
っ

た
経
緯
や
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
、
財
政
に
つ
い
て
細
か

く
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
議
会
改
革
に

つ
い
て
、
本
会
議
や
委
員

会
の
運
営
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
質
疑
を
行
い
活
発

な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
最
後
の
視
察

地
で
あ
る
標
茶
町
に
向
か

い
ま
し
た
。
標
茶
と
は
、

ア
イ
ヌ
語
で
『
大
き
な
川

の
ほ
と
り
の
丘
』
と
言
う

意
味
だ
そ
う
で
す
。
標
茶

町
で
は
、
官
民
学
の
連
携

に
よ
る
地
域
活
性
化
企
業

と
し
て
、
廃
木
材
と
廃
プ

ラ
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ

ャ
ッ
プ
）
を
結
合
さ
せ
て

造
る
再
生
複
合
材
を
作
製

し
て
い
る
カ
ム
イ
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
を
視
察
し
ま

し
た
。
同
社
は
、
地
元
の

異
業
種
の
４
社
に
よ
っ

て
、
地
元
を
活
性
化
さ
せ

る
事
業
と
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
設
立
に
当
た
っ

て
、
官
民
学
が
連
携
す
る

に
至
っ
た
経
緯
や
起
業
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

今
回
の
視
察
で
は
、
北

海
道
の
広
さ
を
実
感
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
特
色

を
い
か
し
た
行
政
運
営
の

あ
り
方
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
研
修
を
こ
れ
か
ら
の

議
会
活
動
に
い
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
全
体
研
修

北
海
道 
白  
糠 
町
・

し
ら 

ぬ
か

 
厚  
岸 
町
・

あ
っ 

け
し

 
標  
茶 
町

し
べ 

ち
ゃ

議
会
の
活
性
化
に
つ
い
て

厚岸町議厚岸町議場場

白糠白糠町町 標茶町カムイエンジニアリン標茶町カムイエンジニアリンググ
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月
５
日
、
吾
妻
郡
中

10
之
条
町
に
あ
る
吾
妻
東
部

衛
生
施
設
組
合
に
て
運
営

さ
れ
て
い
る
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
（
吾
妻
東
部

衛
生
セ
ン
タ
ー
）
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

吾
妻
東
部
衛
生
施
設
組

合
は
、
中
之
条
町
と
東
吾

妻
町
、
高
山
村
の
２
町
１

村
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
組
合
で
は
、
最
終

処
分
場
を
３
自
治
体
の
持

ち
回
り
で
行
わ
れ
て
お

り
、
中
之
条
町
の
順
番
と

な
り
当
施
設
が
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
当
初
は
、
オ
ー

プ
ン
型
最
終
処
分
場
と
し

て
検
討
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
維
持
管
理
費
等
を
検

討
し
た
結
果
、
北
関
東
初

の
ク
ロ
ー
ズ
ド
型
最
終
処

分
場
と
し
て
平
成　

年
よ

20

り
埋
立
て
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
最

終
処
分
場
が
建
設
さ
れ
る

事
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
回
の
視
察
を
参
考

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

安
心
安
全
な
最
終
処
分
場
の
整
備

い
つ
ま
で
も

き
れ
い
な
故
郷
の
た
め
に

屋根と外壁で覆われたクローズド型
最終処分場

 
吾  
妻 
郡
中
之
条
町

あ
が 

つ
ま

最
終
処
分
場
視
察
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明
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町
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▼
編
集
／
議
会
広
報
委
員
会

８４

８４

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
猛
暑
は
人
間
ば
か
り

で
な
く
、
米
な
ど
農
作
物
に
ま

で
被
害
を
お
よ
ぼ
し
ま
し
た
。

１
９
８
９
年
に
亡
く
な
っ
た
漫

画
家
の
手
塚
治
虫
さ
ん
が
「
ガ

ラ
ス
の
地
球
を
救
え
」
と
い
う

エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、
環
境
汚
染

な
ど
を
危
惧
し
て
「
な
ん
と
し

て
で
も
、
地
球
を
死
の
惑
星
に

は
し
た
く
な
い
。」と
述
べ
て
い

ま
し
た
が
、
全
地
球
レ
ベ
ル
で

の
対
策
が
急
が
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

め
い
わ
議
会
だ
よ
り
は
、
昭

和　

年
の
創
刊
以
来
、
今
回　

55

50

号
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
私

た
ち
現
広
報
委
員
に
よ
る
議
会

だ
よ
り
も
早
い
も
の
で
３
月
議

会
と
６
月
議
会
の
残
り
２
回
と

な
り
ま
し
た
が
、
委
員
一
同
多

く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
え
る
、

わ
か
り
や
す
い
紙
面
作
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
み
な

さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど

お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

副
委
員
長
記

 
広
報
委
員
会

委 
員 
長　

今
成　

隆

副
委
員
長　

早
川
元
久

委　
　

員　

堀
口
正
敏

冨
塚
基
輔

斎
藤
一
夫

地球にやさしいまちづくり。
「めいわ議会だより」は、再生紙・大豆油インクを使用しています。

傾傾　聴聴
ボランティボランティアア
「はあとの会「はあとの会」」

　

あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
笑
顔
で
迎

え
て
く
だ
さ
っ
た
Ｓ
さ
ん
は
、
今

年　

歳
、
一
人
暮
ら
し
の
お
ば
あ

87
ち
ゃ
ん
。
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
記

念
す
べ
き
第
一
日
目
は
、
年
が
明

け
た
ば
か
り
の
風
の
強
い
午
後
の

こ
と
で
し
た
。

　
「
聴
く
こ
と
で
で
き
る
社
会
貢

献
」
と
し
て
、
一
人
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
の
話
し
相
手
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
は

あ
と
の
会
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
明
和
町
社
会
福

祉
協
議
会
の
担
当
の
方
々
の
励
ま

し
と
支
援
、
民
生
委
員
の
方
々
の

協
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

地
域
の
お
年
寄
り
が
孤
立
し
な

い
よ
う
に
、
笑
顔
が
増
え
る
よ
う

に
、
少
し
で
も
お
手
伝
い
で
き
れ

ば
と
思
い
、
県
の
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
を
修
了
し
た
５
人
で
、
昨

年
５
月
、
明
和
町
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
は
あ
と
の
会
」
を
発
足
さ

せ
ま
し
た
。
現
在
は
、
５
人
の
一

人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
、
話
し

相
手
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
は
、「
は
あ
と
の
会
」

の
会
員
を
増
や
し
、
充
実
し
た
活

動
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

部
屋
を
暖
め
て
待
っ
て
い
て
く

だ
さ
っ
た
心
遣
い
に
触
れ
、
私
の

心
も
温
か
く
な
り
ま
し
た
。
あ
っ

と
い
う
間
に
、
約
束
の
一
時
間
は

過
ぎ
去
り
ま
し
た
。
次
回
の
約
束

を
し
て
の
帰
り
道
、
冷
た
い
風
さ

え
も
応
援
し
て
い
る
か
の
よ
う

に
、背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。

小田木美知子さん
（新里在住）

議会日誌

 
 １ 日　広報委員会
 ３ 日　第34回全国育樹祭(沼田市)
 ５ 日　議員全体研修(中之条町)
10 日　町民体育祭
12 日　議員全体研修（14日まで）北海道道東
26 日　広報委員会・総務産業常任委員会
  　  　・全員協議会
28 日　県町村議会議長会主催議員研修

 ５ 日　町戦没者追悼式・全員協議会
 ７ 日　産業祭・文化祭・健康まつり
 ８ 日　県町村議会議長会主催広報研修
16 日　議会運営委員会
17 日　第54回町村議会議長全国大会
24 日　議会運営委員会・文教厚生常任委員会
  　  　所管事務調査・全員協議会
25 日　第2回臨時会・総務産業常任委員会
  　  　所管事務調査

 ３ 日　議会運営委員会
 ８ 日　第4回議会定例会（14日まで）
  　  　全員協議会・各常任委員会
14 日　全員協議会 
22 日　郡町村議会議長会臨時会
28 日　広報委員会

10月

11月

12月


